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製品の使いやすさや分かりやすさに関するデザイン評価については，これまでのユーザビリティテストや

行動観察，インタビュー，アンケートなどに加えて，視線情報の把握など知覚・認知面からも総合的に判断

していく必要がある． 
本研究では，前頭部に装着した小型カメラより得られる動画像から製品のデザインを評価する方法について，いく

つかの製品事例により検討した．また，一部の製品事例については，視線計測システムを用いたデザイン評

価を実施し，それらの評価方法の有用性について考察した． 
 
 

1. 緒言 

 
製品に対する消費者の要求事項が増えてくる中，従来よ

りもさらに使いやすい，分かりやすい製品のデザインが求

められている．また，製品製造企業にとって，使いやすさ

や分かりやすさを原因としたクレームを減少させること

は，その企業や製品の信頼度を高めるだけでなく，より新

製品開発などの創造的な分野へのコストの投入が可能と

なることから，製品デザインの重要性が改めて見直されて

きている． 
製品の使いやすさや分かりやすさを評価するために，発

話思考法を用いたユーザビリティテスト 1),2)や行動観察

3)-5)，インタビュー，アンケートなどがこれまでに用いら

れてきた．しかし，ユーザ行動の根拠となる知覚・認知面

を含めて総合的にデザイン評価を行うには，さらにユーザ

がその製品を使用している時に，どこを見て，どのように

判断し，行動したのかをトレースするための視線情報の把

握が必要となる． 
現在の視線計測システムは，大きく分けて据置型とヘッ

ドマウント型に分かれる．据置型は，画面上などの限られ

た範囲の視線計測がメインであり，実際に手で製品を使用

する場合の視線計測は困難である．一方，ヘッドマウント

型は，体を大きく動かす場合や移動しながらの視線計測が

可能であることから，日用品の操作時における視線計測に

も比較的適していると言える．しかし，いずれのタイプに

おいても，計測前の煩わしい初期設定（キャリブレーショ

ン）が必要であり，加えて，メガネやコンタクトレンズを

使用していると正しい視線計測が困難である． 
本研究では，メガネやコンタクトレンズを使用したまま

でも，前頭部に小型カメラをつけることにより得られた動

画像から，製品のデザイン評価を行う方法について，いく

つかの製品事例より検討した．また，一部の製品事例につ

いては，視線計測システムを用いたデザイン評価を実施し，

それらの有用性について考察した． 
 

2. 実験方法 

 

2.1 前頭部カメラによる実験 

メガネをかけている被験者の前頭部に小型カメラをつ

けて製品使用時の顔面方向からの動画像を取得した． 
実験には，(株)アウロラ製のペン型ピンホールカメラの

一部（直径約 14mm×長さ 95mm，26g）をヘッドバンド

に取り付けて使用し，図 1 に示すように被験者の前頭部に

装着した． 

また，画像の計測にあたっては，表 1 に示す製品

及びタスクについて，被験者にカメラを意識せず自

然な状態で操作してもらった時の画像を取得した． 

 

  
図 1  前頭部カメラの装着 

 
被験者については，杖及び病室ベッド用照明の評価では，

ある病院において，足に疾患があり杖を使用して，メガネ

をかけた女性患者（60 歳代）とし，それ以外の製品につ

いては，メガネをかけているが，特に日常生活に支障のあ

る障害を持たない男性（50 歳代）とした． 
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表 1 直接観察による問題点抽出 

 

2.2 視線計測システムによる実験 

カメラ装着による動画像取得の結果から，視線計測シス

テムの利用が有効であると考えられる調味料キャップに

ついて，視線計測システム（NAC 製 EMR-9）を用いて，

その操作時の視線計測を行った．タスクについては，表 1
に示したものと同様とし，また，被験者については，特に

体に障害を持たない男性（学生）を被験者とした． 

 

3. 結果及び考察 

 

3.1 前頭部カメラによる実験の結果 

3.1.1 前頭部カメラによるデザイン評価が有効な事例 

前頭部のカメラ画像に，操作時の視点・手による操作部

が入り，デザイン評価が可能となる場合と，操作時の視点

が明らかに画像に入らず，評価できない場合とが生じた． 
前頭部カメラ画像に，操作時の視点・手による操作部が

入った事例は，杖，病院ベッド用照明，電動式給油ポンプ

及びクリップ式扇風機であった（図 2）． 
 

  
    杖        病室ベッド用照明 

 

 

 

 
電動式給油ポンプ    クリップ式扇風機 

図 2 操作部がカメラ画像に入った事例 

 

病院での杖の使用については，手洗いに行った時に，杖

の置く場所を探し，壁に立てかけたり，洗面台に引っ掛け

たりする動作や，杖を立てかける際に，倒れないように何

度も置き直す状態が分かった．これらのことから，杖を置

くための場所の設置や，杖自身に倒れないような工夫をす

る必要があることが分かった． 
また，病院ベッド用照明については，寝ている状態から

その照明のスイッチが見えず，体を起き上がらせて，さら

にスイッチの場所を探す状態が把握できた．このことから，

寝ている状態からもスイッチが見え，かつ，操作する場合

に体に負担がかからない場所に設置する必要があること

が分かった． 
電動ポンプでは，側面についている操作スイッチの場所

及び操作方法を確認して操作する動作，また，クリップ式

扇風機では，扇風機の後面についているスイッチを探し，

また，操作について試行錯誤する動作が見られ，共に操作

スイッチの場所に問題があることが分かった． 
これらの画像から，首を動かしてスイッチの場所を探し，

操作方法を確認して操作する必要がある場合などの，ユー

ザの大きな体の動きの伴う動作については，前頭部カメラ

による画像と操作時の視点や手の動作中心に大きなずれ

がなかった． 

従って，比較的大きな製品は，その操作の動きも大きく，

また，操作に伴う視線の移動は顔面を動かす必要があるこ

とから，前頭部に小型カメラをつけるだけで，その視線が

ある程度推定でき，また製品のデザイン評価が可能となる

ことが分かった． 

 

3.1.2 前頭部カメラによるデザイン評価が困難な事例 

前頭部のカメラ画像に，操作の視点及び手による操作部

が入らず，デザイン評価ができなかった事例は，調味料キ

ャップ，CD 収納容器及び指筆であった（図 3）． 
 

   
調味料キャップ     CD 収納容器         指筆 

図 3 操作部が画像に入らない事例 

 

これらの調味料キャップ，CD 収納容器，指筆など，主

に指先で操作する製品については，実験中の行動観察か

ら，顔面はあまり動かさず，眼球だけを動かすことが多い

ことが分かり，前頭部に設置したカメラでは，その画像視

野には入らず，デザイン評価が出来ないことが分かった． 

特に，調味料キャップについては，その開封作業におい

て，ほとんど眼球運動だけで視線の移動が起こることが分

かった． 

製品 タスク 

１．杖 病室のベッドから洗面台まで

往復の移動 

２．病室ベッド用照明 照明スイッチの入切 

３．電動式給油ポンプ タンク間の水の移し替え 

４．クリップ式扇風機 クリップの設置・電源の入切 

５．調味料キャップ キャップの開閉，分別作業 

６．CD 収納容器 容器の開閉，CD 挿入 

７．指筆（玩具） キャップ取り外し，筆記操作，

キャップへの収納 
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従って，これらの比較的小さな製品において指先で操作

する場合には，前頭部カメラでは視線が推定できず，視線

計測システムを用いてデザイン評価を行う必要があるこ

とが分かった． 

 

3.2 視線計測システムによる実験 

前節で，前頭部カメラではデザイン評価が出来なかった

調味料キャップについて，視線計測システムによる視線計

測を行った． 

その結果，調味料キャップの開封操作においては，視線

計測システムにおいても，ユーザの視野角がシステム能力

(±20°)を超えて操作する場合が多くなったことから，図

4 に示すように実験者がモニタを見ながら，被験者の頭部

を固定したり，製品及び被験者の手の動く範囲を拘束した

りする必要が生じた． 

 

 

 

図 4 視線計測システムでの計測風景 

 
視線計測システムの計測では，調味料キャップの開封に

ついて，図 5 に示すようにプルリングの周りを見て，次に

指を入れる場所を確認するところまで，細かい視線の計測

が可能となった．これらの視線情報からは，例えば，キャ

ップの開封からプルトップを引く動作の流れの中で，プル

トップを開ける方向を指示するための矢印に気づかない

（見えない）ことや，キャップ分別のための切れ込み（手

がかり）に気づかないこと等が分かった． 

 

 

 

図 5 視線計測システムでの計測結果 

 

これらのことから，視線の計測については，操作におけ

る視野角が，視線計測において非常に重要なファクターで

あり，指先で操作する比較的小さい製品では，視野角ある

いは操作している製品や手の動きをある程度拘束しない

と視線計測できないことが分かった． 

また視線情報によるデザイン評価については，細かい視

線の流れと行動のつながりが把握できることから，比較的

小さな製品における操作手順についても，その問題点の把

握が可能となり，デザイン評価が可能となることが分かっ

た． 

 

4. 結言 

 

本研究では，前頭部に小型カメラをつけることにより，

比較的大きな製品については，非常に容易に，かつ，メガ

ネやコンタクトレンズを使用したままでも，そのデザイン

評価が可能であることが分かった．一方，比較的小さな製

品については，視野角，製品位置，手の動き等を拘束が必

要ではあるが，視線計測システムを用いることにより，そ

の細やかな視線の動きと行動の関係が把握できること，さ

らに的確なデザイン評価が可能となることが分かった． 
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